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活動日について 

梅雨は恵みの雨 
6 月に入り、ここ高山も梅雨に入りました。野菜にとっては恵みの雨ですが、私たちの作業泣かせ

でもあります。 野菜がグングン育つのはいいのですが、雑草も負けじと良く育ちます。先⽇は梅雨

の合間の小雨模様の中、メンバーみんなで雑草取り。私も草刈機頑張りました。この広い棚田をこれ

まで美しく守ってきた先輩方にあらためて感服です。 

手間をかければそれだけ美味しくなります。 
野菜を大きく美味しく育てるには、それなりの手間がかかります。 

トマトは脇芽をカットしないと実が大きく育ちません、ナスは 1 番果

は小さいうちにとらないとダメで、実を大きく育てるためには、枝は 3

本仕⽴てなどにする必要があります。かぼちゃにはかぼちゃならでは

のやることがあり、それぞれの野菜にあった管理作業が一杯です。 

こういった沢山の事を先輩方に聞きながら、楽しく学びながら作業を

しています。美味しく育つと良いですね。 

収穫の喜び 
去年の秋に植えつけたタマネギが美味し

く沢山実りました。まずは紐でつるして保

管します。早速持ち帰って食べると、甘く
て最高でした！！ 

招かざる敵との闘い！！ 
大変です。ソラマメに沢山のアブラムシが発生です！！ 

市販の殺虫剤もいいけど、やはり食べるものなので健康も心配です。メンバーのお一人が、せっけんを使った殺虫剤（※）

を持ってきてくださいました、この殺虫剤、ビックリするほどの効果です！。アブラムシは全員退散です。 

他にもウリハムシ（ウリが大好き）、アオムシ（アブラ菜が大好き）、ネキリ虫（根っこが大好き？）など、色んな敵が
やってきます。食べることは彼らにとっても死活問題、われわれとの戦いは続きます。 

あとがき《大阪の伝統野菜》 

ここ高山には高山牛蒡と高山真菜という大阪の伝統野菜が二つもあります。この辺

りは標高が 500m 程あり他の地域からの外来種が入りにくいということも、固有種
が保存できる環境になっているそうです。 

※せっけんを使った農薬 

てんぷら油に純石鹸と水を混ぜて作るらしい、アブラムシに直接ス

プレーすると窒息死するそうです。今度⾃分でも作ってみます。 

ツル科の野菜たちにネットを張り 

早速絡んできました。(^. )̂ → 

タマネギを収穫して、

干しておきます。 


